
12月14日に中鉢会長の記者会見を開催し、
『電子情報産業の世界生産見通し』の調査結
果を発表しました。本調査は、電子情報産業
の世界規模を把握するとともに、世界の中
での日系企業の位置づけを明確にするため
2007年から実施されています。記者会見に
は34社44名と多数の報道関係者が出席しま
した。
世界経済の先行きは不透明ですが、IT・エ
レクトロニクスと関連産業の融合、クラウド・
コンピューティングの普及による ITソリュー
ションサービスの拡大、スマートフォンやタ

ブレット端末の需要拡大やそれにともなう電
子部品・デバイスの需要増などにより、2013
年の電子情報産業の世界生産は222兆円、前
年比5％増と2年続けて増加と見通しました。
日系企業の世界生産も、2013年には38兆
円、前年比2％増と前年のマイナスからプラ
スに転じると見通しました。一方、電子工業
の国内生産は、2013年は12兆円、前年比1％
増と3年ぶりにプラスとなる見通しですが、
海外生産や海外企業への生産委託の増加など
の影響もあり、2008年の65％の水準にとど
まります。

中鉢会長記者会見および
新年賀詞交歓会の開催

総合企画部

活 動 報 告

中鉢会長記者会見（電子情報産業の世界生産見通し）
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また、今後の成長が期待される注目分野と
して、今回は IT との融合が期待される「ヘ
ルスケア・メディカル」、安心・安全な暮ら
しや社会インフラを支えるキーデバイスとし
て成長著しい「センサ」の市場動向を調査し
ました。世界のヘルスケア・メディカルの需
要額は2011年から2020年の10年間で年平均
5％増、センサは年平均14％増と大きな伸び
を見通しました。
最後に IT・エレクトロニクス産業の置かれ
た状況について、会長から所感が述べられま
した。「IT・エレクトロニクス産業は、熾烈
な国際競争の中、国内での最先端技術の開発
維持・強化を図りながら、雇用の確保も含め
わが国の経済に大きく貢献している。しかし
ながら、歴史的な円高や電力供給問題などの
六重苦に加え、周辺諸国との関係悪化もあり、
現在極めて困難な状況に直面している。一日
も早い世界水準の事業環境整備に向け、政府
による実効性ある施策の強力な推進をお願い
したい」との強い要望が示されました。

■電子情報産業の世界生産見通し
h t tp : / /www. j e i t a . o r. j p / cg i -b in /
public/detail.cgi?id=473&cateid=1

■注目分野に関する動向調査 ～ヘルスケ
ア・メディカル、センサ、JEITA センサ
グローバル状況調査～
h t tp : / /www. j e i t a . o r. j p / cg i -b in /
public/detail.cgi?id=474&cateid=1

記者会見で説明する中鉢会長
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1月8日に東京プリンスホテルで恒例の新年
賀詞交歓会が盛大に開催されました。会員会
社のトップのみならず、産官学から関係者が
多数出席しました。
主催者を代表して中鉢会長から、「製造業
復活への取組みにはもはや一刻の猶予も許さ
れない。ここ数年事業環境が大きく変化し、
IT・エレクトロニクス業界は正念場を迎えて
いる。今こそ業界は英知を結集し、熾烈な国
際競争を勝ち抜かなければならない。そのた
めには成長領域に事業をシフトし、イノベー
ションによる新規事業の創出が必須である。
日本の目指すべき姿は『ものづくりをコアと
した通商国家』であり、新政権には、国際的

に公平な通商条件を確保する事業環境の整備
をはじめとした経済対策を、着実・迅速に実
行いただきたい。官民一体となって、2013
年を新たな経済大国へ向けた『契機の年』と
したい」と年頭のご挨拶がありました。
また、来賓としてご出席いただいた茂木経
済産業大臣からは、「新政権は経済再生、景
気回復が最優先である。長引く円高、デフレ
からの一日も早い脱却を目指し、設備投資、
研究開発、イノベーションの促進に向けオー
ルジャパンで取り組むとともに、さまざまな
面で支援していきたい」と力強いお言葉をい
ただきました。

新年賀詞交歓会

大勢の出席者でにぎわう会場

中鉢会長 茂木経済産業大臣
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